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【目的】 

近年，瀬戸内海では栄養塩濃度低下による藻類養殖被害が発生し，環境負荷の少ない施肥技術

の開発が求められている。本研究では小孔の開いた小型のパイプ（香川方式施肥パイプ）に施肥

材を充填し，流速が外部より緩やかな養殖施設内で溶解した施肥液を少しずつ放出させながら栄

養塩を効率的に供給する技術を開発した。 

 

【方法】 

この成果に至るまでに10年以上、調査場所、手法を変えた研究を行った。平成23～25年度に、

内海湾奥の試験漁場で香川方式ノリスカート（静穏域で海面を囲い込み、その内側で施肥を行う

ことで栄養塩を効率的に供給する技術）の開発を行った。平成 26～30 年度は、やや潮流の速い

内海湾口の試験漁場で、ノリスカート（潮流速を緩和させる緩流材の開発とノリスカートの改良）

を用いた研究を行った。令和１～２年度は、潮流の速い内海湾外のノリ養殖漁場で施肥パイプを

用いた施肥技術の開発を行った。さらに、令和３年～４年度には、直島地先ノリ漁場で、施肥パ

イプの実用化試験を行った。各年度で、様々な室内実験、水理実験（模型で流れを再現した実験）、

現場での栄養塩調査、色調調査、共販単価調査、潮流調査、養殖生産量調査などを行った。 

 

【結果】 

 湾奥の静穏域では、色調、単価で高い効果が得られたが、コスト（資材費、肥料代、人件費）

は高い結果であった。湾口部では、ノリスカートと緩流材によってノリスカート内部の流速削減

に成功したが、供給された栄養塩を 1 時間以上維持することが難しく、色調、単価については、

湾奥ほどの効果は得られなかった。内海湾外と直島地先のノリ漁場では、施肥パイプによる長時

間少量ずつの栄養塩供給によって、施肥のタイミング（ノリの活力が低下する前に開始すること）

が遅れなければ、色調、単価で効果があり、人件費を含めたコストを上回る利益が得られた。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 


